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術後絶食中のガム咀嚼は、食道がん手術後の予後を改善できるのか？

gum chewing during postoperative fasting improve the prognosis after esophageal 
cancer surgery?
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研究成果の概要（和文）：　胸部食道がん患者において、周術期のガム咀嚼トレーニングは、手術後2週間目の
舌圧減少を予防した。さらに、ガム咀嚼トレーニングによりほとんどの患者において、術後も舌圧は増加し、術
後2週間目の舌圧は術前よりも増加した。これらの結果から、胸部食道がん患者における周術期のガム咀嚼トレ
ーニングは、術後の舌圧減少を予防する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In the thoracic esophageal cancer patients, perioperative gum chewing 
training prevented decreased tongue pressure 2 weeks after esophagectomy. Furthermore, tongue 
pressure at 2 weeks after esophagectomy was increased compared to before esophagectomy in most of 
the patients who performed  perioperative gum chewing training. These results suggest that 
perioperative gum chewing training in thoracic esophageal cancer patients may prevent postoperative 
decrease in tongue pressure and progression of postoperative frailty.

研究分野：社会系歯学

キーワード： 食道がん　周術期　ガム咀嚼　舌圧

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまで、周術期ガム咀嚼トレーニングは、腹部手術を受けた患者において、術後の消化機能促進に効果があ
る可能性が報告されていた。本研究の学術的意義は、周術期ガム咀嚼トレーニングの嚥下機能への影響について
初めて着目し、胸部食道がん患者において術後の舌圧の維持向上に効果がある可能性を示した点である。
　周術期ガム咀嚼トレーニングは、侵襲度の大きい食道切除術を受けた患者において安全に実施でき、舌圧減少
予防に効果的であったことから、全ての人に応用できる可能性が示された。本研究の社会的意義は、ガム咀嚼ト
レーニングが、摂食嚥下機能の維持向上、フレイル予防、健康長寿の実現に役立つ可能性を示した点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（1）本研究を必要とする国内外の状況 
食道がんは、日本を含む東アジアで発症率が高く、世界的な発生率と死亡率は今後数十年間で
上昇すると予測されている 1)。進行食道がんの予後は比較的不良であり、5年生存率は 4〜40％
といわれる 1)。食道がんの完全な切除は良好な予後をもたらす重要な因子の 1つだが、食道がん
手術は術野が頸部、胸部、腹部と広範であり、消化管の手術の中で最も侵襲が大きく、術後肺炎
等の術後合併症発症リスクが高い。食道がんの発症予防、早期発見・早期治療、有効な治療法の
確立とともに、緩和ケア的なアプローチによる「予後の改善」が求められる。 
（2）本研究にかかわる私たちの成果 
私たちは、予備的な研究で食道がん術後の絶食中に、舌圧が減少、すなわち嚥下機能が低下し、
舌圧減少は ICU 退室時期の遅れや、術後嚥下障害や肺炎の発症に関連することを確認した 2)。
術後の舌圧減少、嚥下機能の低下は術後肺炎のリスクとなりうる。 
（3）ガム咀嚼による口腔機能訓練 
若年成人では、2 週間のガム咀嚼トレーニングによって、舌圧が有意に増加したとの報告がある 3)。
また、ガム咀嚼は、大腸がんや帝王切開等の腹部手術において、術後の消化機能回復促進に一定
程度の効果があると考えられている 4)。しかし、ガム咀嚼と嚥下機能、食道がんに着目した学術
的な研究は私たちが知る限りほとんどない。食道がん患者の周術期にガム咀嚼トレーニングを
行うと、嚥下機能を維持し、術後合併症予防や回復促進に寄与する可能性が示唆される。 
 
２．研究の目的 
我々は、ガム咀嚼トレーニングは、食道がん患者の術後の舌圧減少を予防すると考え、「胸部食道が
ん患者において、周術期ガム咀嚼トレーニングは術後 2 週間目の舌圧減少を予防する」との仮説を設
定した。本研究の目的は、胸部食道がん患者において、周術期ガム咀嚼トレーニングと舌圧との関連を
検討することとした。 
 
３．研究の方法 
(1)人権声明 
本歴史的対照研究は、岡山大学大学院医歯薬学研究科および岡山大学病院倫理委員会によっ
て承認された（No. R 2009-007)。全ての手順は、人体実験に関する責任委員会（機関および国
家）の倫理基準および 1964 年ヘルシンキ宣言およびそれ以降のバージョンに従った。 本介入
研究開始前に、全ての参加者から書面によるインフォームドコンセントを得た。 
（2）研究デザイン 
本介入研究は、歴史的対照研究であり、患者（P）、介入（I）、比較（C）、結果（O）モデルは
次のとおりであった。P：一期的根治的食道切除術を計画された原発性胸部食道癌患者、I：周術
期ガム咀嚼トレーニング、C：ガム咀嚼トレーニングなしの歴史的対照患者、O：術後 2 週間目
に舌圧が減少した患者の割合。 本研究は、日本の学術活動の基盤である大学病院医療情報ネッ
トワークに番号 UMIN000038361 として登録された。 
(3)参加者 
2021 年 3 月から 2022 年 5月までに、胸部食道がん患者 40 名が本研究に登録された。 選択基
準は、岡山大学病院にて一期的根治的食道切除術を予定された原発性胸部食道癌患者で、年齢が
20 歳以上 80 歳未満で、理解力があり、十分な説明の後、自発的に文書による同意を得られる患
者とした。 除外基準は、義歯等の使用によるガム咀嚼が不能な患者、研究代表者または研究分
担者が対象として不適格と判断した患者、食道切除術後の体調不良患者、言語療法士（ST）によ
る術後嚥下リハビリテーションを受けた患者、嚥下障害を伴う脳血管障害のある患者とした。本
研究において、ガム咀嚼トレーニングを実施しない歴史的対照群の被験者は、以前の研究にて
2016 年 1 月から 2017 年 12 月に登録された 2)。 
(4)ガム咀嚼トレーニング 
全ての患者は、POs-Ca®（江崎グリコ株式会社、大阪）を使用し、周術期ガム咀嚼トレーニン
グを 1日 3回、約 5分間、以下のように行った。①2個のガムを口の中にいれて丸め、左右交互
に 10 回ずつ噛む（3分間）5)。 ②舌のストレッチ（約 2分間）；ガムを口蓋に 5 回貼り付けて、
1回唾液を空嚥下し、舌小帯を 5回伸ばす 6)。 患者は、ガム咀嚼トレーニングを行うことがで
きたかどうかを、ガム噛みカレンダーに記録した。ガム咀嚼トレーニングは、術前の外来診察時、
または入院中の術前化学療法後に開始され、手術当日に中断し、食道切除後 2 日以降、食道外
科医および麻酔科医が安全を確認した後に再開された。 
(5)舌圧評価 
ガム咀嚼トレーニング開始日のガム咀嚼訓練前、食道切除前日、術後 2 週間の 3時点におい
て、バルーンを舌で押して最大舌圧を測定した（JMS 舌圧測定器）。3回測定して平均値を個人の
舌圧とし、本研究では食道切除前日と術後 2週間のデータを用いた。 術後の舌圧の変化は、術
後 2週間目の値から食道切除前日の値を引いて算出した。 
(6)全身状態について 



術前の特徴として、年齢、性別、体格指数（BMI）、RSST スコア、舌圧、術前補助化学療法の有
無、がんの臨床病期、組織学的診断（扁平上皮がん/腺がん/その他）、喫煙状況（なし/過去にあ
り/現在あり）、飲酒量と頻度（まったくない/少し/適度/多い）2)、食道切除術前日の白血球数
（WBC）、C反応性タンパク質（CRP）、およびアルブミン濃度（Alb）を記録した。 
術後の評価項目は、術式（開胸術/胸腔鏡）、リンパ節切除術の領域数（2領域/3 領域）、手術
時間（分）、手術時出血量（ml）、術後挿管日数、術後絶食日数、術後肺炎、術後誤嚥、術後反回
神経麻痺、縫合不全の有無、集中治療室（ICU）滞在日数と術後入院日数、WBC 数、CRP およびア
ルブミン濃度、手術後 2週間の BMI、RSST スコア等を、カルテから抽出した。 
(7)統計分析 
ガム群（n=32）と対照群（n=44）において、傾向スコアマッチングを行った。舌圧に関連する
変数として術前の年齢、性別、BMI および RSST スコアの 4 因子で傾向スコアマッチングを行
い、各群 25 症例が抽出された（表 1）。2群間の分析には、連続変数は Mann-Whitney U 検定を
使用し、順序変数はカイ二乗検定とフィッシャーの正確確率検定を使用した。全ての統計分析に、
IBM SPSS Statistics for Windows バージョン 26（日本 IBM、東京）を使用した。 
 
４．研究成果 
(1)40 名中 32名の患者 [男性：27 名、女性：
5名、41-78 歳、平均年齢 66.4 歳、中央値 70.0 
歳] が、本研究を完遂した（図 1）。フォローア
ップ率は、ガム群で 80.0％（32/40 名）、ヒス
トリカル対照群で 66.7％（44/66 名）であった。
術前のガム咀嚼トレーニング期間は、中央値
16.0（25%値、75%値：9.5, 22.0)日間であった。
術後のガム咀嚼トレーニング期間は最大で 12
日間であった。ガム咀嚼トレーニング実施率
は、術前中央値 100（25%値、75%値：93.8, 
100.0）％、術後中央値 89.0（25%値、75%値：
62.2, 100.0）％であった。 
(2)有意差はないものの、ガム咀嚼トレーニング実施率が高い患者では舌圧が高い傾向にあった
(データなし)。有害事象として、1名の患者において、ガム咀嚼中に補綴物が脱離した。歯科医
が、補綴物を再装着し、ガム咀嚼トレーニングは続けられた。 
(3)ガム群の術後 2 週間目に舌圧が減少した患者の割合は 44.0％であり、対照群の 76.0％より
も有意に低かった（図 2）。また、ガム群における術後 2 週間目と術前日の舌圧の差は、対照群
よりも有意に大きかった（図 3）。また、ガム群では半分以上の患者において術後 2 週間目の舌
圧が増加しており、数人の患者は舌圧の大幅な増加がみられた、一方、対照群ではほとんど全て
の患者において術後 2週間目の舌圧が減少していた（図 3）。 
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